客体視教示によるドライバへの安全教育効果に関する研究 by 安木 佑介
修 士 論 文 の 和 文 要 旨 
 
研究科・専攻 大学院 情報システム学研究科 情報システム運用学専攻 博士前期課程 
氏    名 安木 佑介 学籍番号 0652042 
論 文 題 目 客体視教示によるドライバへの安全教育効果に関する研究 
 要  旨 
交通事故が年々増加する中,事故を減らし安全な車社会を実現するに,自動ブレーキなどの運転
支援装置や警報システムの研究が進んでいるが,それらと共にドライバをはじめとする交通参加
者の資質を向上させることも重要な課題である.その中で,ドライバに対するアプローチの 1 つと
して,交通教育や運転者教育の内容と手法を改善することが求められている.中でも特に,集団教育
ではなく,個人に向けた教育が必要とされ,またそれが可能になりつつある. 
本研究では,個人に向けた教育の方法として,ドライブレコーダのデータを活用する教習方法を
検討する.ドライブレコーダは自車の速度,先行車との車間距離といった走行データやフロントガ
ラスに取り付けられたカメラの映像を記録することが出来る.そこで,特にその映像の中から,危険
な状況を抽出し,それを運転教育に活用することが出来るならば,それは自分の運転の問題点を認
識するうえで効果的であると予想される. 
このためには,2 つの問題に取り組む必要がある.第 1 に,「ドライブレコーダから得られる大量
データからいかに危険な状況を抽出するのか」という点である.そこでまず,実際に高速道路を走行
するトラックに搭載されたドライブレコーダのデータを解析した.約 47 時間に及ぶ膨大なデータ
の中から危険な状況,今回は割り込みに注目し,その状況を抽出する方法を検討した.その結果,車
線変更時に先行車との追従状態の有無や右後方確認回数などの指標から,危険な割り込みシーン
を抽出できる可能性が示唆された. 
第 2 の課題は,「抽出したデータをいかなる教示法に結びつけることが効果的か」という点であ
る.そこで,ドライビングシミュレータを用いて映像の視点による比較実験を行った.本研究で用い
たドライビングシミュレータは客体表示による再現が可能であり,自車を外から見た映像として
客観視することができる.この機能を用いて,ドライビングシミュレータにおける自車の割り込み
状況の上空・横・後方視点からの再生映像を用いた教習効果を比較した.その結果,上空からの視点
の映像を利用したドライビングシミュレータによる教習が最も効果が高いことが示された. 
 以上より,ドライブレコーダデータから危険な状況を抽出し,その状況をドライビングシミュレ
ータで上空からの視点で再生することが効果的な教育につながるものといえる. 
 
